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研究成果の概要：乳幼児を中心とする子どもとその保護者にとって日常的な居場所となるよう

な街区公園の環境整備を目指して、保育施設による集団利用も考慮した公園に求められる様々

な住環境要素についてアンケート調査等を通して把握するとともに、そのような屋外空間での

快適な住環境やその必要性を体感できるような温熱環境等の物理環境に着眼した環境教育プロ

グラムを開発した。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 1,300,000 0 1,300,000 

2008 年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 2,300,000 300,000 2,600,000 

 
 
研究分野：環境工学 
科研費の分科・細目：生活科学・生活科学一般 
キーワード：環境教育、街区公園、子ども、保育施設、住環境、環境整備 
 
１．研究開始当初の背景 
（1）外遊び場としての街区公園の有効利用 
 今後の社会を担う現代の子ども達にとっ
て、心身の健全な発達に寄与する安全で快適
な遊び場の確保、特に減少傾向にある外遊び
の場を確保することは都市環境デザインの
分野においても急務である。平成５年都市公
園法施行令の改正により「児童公園」から移
行した「街区公園」は小学生や乳幼児の遊び
場としての機能だけでなく、高齢者や近隣住
民の憩いの場、防災拠点など用途が多様化し
ている。しかしながら、使われない街区公園
が存在するなど、世代や用途によって利用し
やすい公園を整備する必要があることが指

摘されている。 
 一方で厚生労働省「児童福祉施設設置最低
基準（H17.4.1 改正）」によれば、幼児を入所
させる保育所には屋外遊戯場を設けること
を促している。その確保が困難な場合は「近
隣の公園」等で代替が可能であるという自治
体の指導例もあるが、それにより認可を受け
ている事例はほとんど見られない。 
 
（2）外遊び場の快適な物理環境の整備 
 乳幼児の外遊び場として街区公園をみる
と、住民参加型で整備された公園においても、
乳幼児の保護者はその整備プロセスに参加
する機会がほとんどなく、そのような公園に
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認可保育所（複数回答）
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1園活動用スペース
2幼児遊具
3安全遊具

4水遊び
5広さ

6トイレ水のみ
7ベンチ
8雨よけ

9バギースペース

10日当日影
11季節変化
12自然舗装
13植物多い
14昆虫動物

15水辺
16清掃

17目が届く
18管理者出入り頻繁

19植え込み・柵
20危険な場所少ない

21不審者いない
22地域交流

23子育て家庭の利用
24様々な世代の利用

25異年齢で遊べる
26他の保育施設の利用

27日照条件
28車の通行量少ない
29外から人の目届く

30大声気にしない
31近い

32交通安全

33立ち寄る遊び場ある
34自然が豊か

35季節に応じた快適感

回答数

遊び・活動

設備・平面
計画

自然環境

安全・安心

人間関係

周辺環境

図 1「よく行く公園」で高評価の項目別累積度数 

移動経路 

対する保護者の評価も相対的に低いことが
分かっている。また、従来の街区公園は、夏
季には乳幼児の遊具の高温化や、保護者の見
守る環境の軽視など乳幼児やその保護者利
用の面で温熱環境が軽視されていることや、
や光環境などの物理環境も考慮されていな
いことが明らかとなっている。暑さ・寒さに
対する親の心理反応が乳幼児の公園やその
他の滞在場所の利用状況に影響を与えるが、
滞在場所の環境に対する意識は必ずしも高
くないことも分かってきた。 
  
（3）外遊び場の環境整備に向けた住教育 
 これらのことを鑑みて、社会的インフラで
もある街区公園の有効利用、乳幼児をはじめ
子どもの外遊びの場の創造するためには、街
区公園に関わる近隣の保育士を始めとする
乳幼児の保護者や近隣住民、公園整備関係者
が子ども及びその保護者にとって快適な外
遊びの場の物理環境など多面的な角度から
の意義や効果を理解することがまず必要で
ある。そのための住教育やそのような社会的
な場が必要である。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題は、乳幼児を中心とする子ども
とその保護者にとって日常的な屋外の居場
所となる街区公園を対象として、物理環境の
視点から対象者が快適に過ごす必要性につ
いて体感しながら学び、乳幼児利用のための
公園の環境整備に資するような住環境改善
に主眼をおいた環境教育プログラムを開発
することを目的とする。このため、乳幼児を
中心とする子どもと保護者にとって必要な
公園の環境要素の抽出も行う。これにより、
子どもにとって安全で快適な屋外環境であ
り、なおかつ地域の中で持続可能な社会シス
テムによって、その環境を保全できるような
外遊びの場を創出することを目指す。 
 
３．研究の方法 
（1）乳幼児利用に求められる公園環境要素

の把握 
 乳幼児利用のための街区公園の環境整備
を視野に入れ、以下（2）の環境教育プログ
ラムに必要な公園の環境要素をアンケート
調査から把握する。街区公園の乳幼児利用の
対象者は近隣の一般的な親子の他、保育施設
も集団で利用することが予想される。一般的
な乳幼児の親子による公園利用については、
筆者の既往研究により求める公園環境要素
が概ね把握されている。このため、ここでは、
保育施設による集団利用を対象として、求め
る公園の環境要素を抽出するものとする。 
 
（2）屋外の環境教育プログラムの開発 
 屋外の住環境に関する環境教育ワークシ

ョップを通じて、子どもの保護者を対象とし
て、屋外の温熱環境、光環境などの住環境を
体感できるようなプログラムを文献調査等
に基づき課題を整理する。その上で、本研究
に求められる公園等の屋外の住環境改善を
学習できるような環境教育プログラムを構
築する。具体的には、屋外の住環境要素毎に
プログラムを試作・試行し、アンケート調査
及びヒアリング調査からプログラムの評価
を行い、課題を整理する。 
 以上の検証結果を整理し、乳幼児と保護者
のための街区公園の快適な住環境創造に向
けた環境教育プログラムの基本骨格を提示
する。 
 
４．研究成果 
（1）乳幼児利用に求められる公園環境要素

の把握 
 本研究では横浜市を対象として、公園の

利用実態がこれまで明らかにされてこなか

った保育施設に着目し、2007年度に横浜市

の認可保育所（全390件）および横浜保育室

（全133件）等を対象として、日常の園外活

動の場としての公園利用の実態や、求める

環境特性を把握するためのアンケート調査

を行った。認可保育所（回収率35％）では

ほぼ毎日公園を利用する施設が全体の4割

を占め、横浜保育室（回収率32％）におい

ては8割にものぼり、日常の活動の場として

公園が頻度高く利用されている実態が明ら

かとなった。また、公園に対して求める環

境特性が保育のねらいによっても異なるこ



 

 

図 3プログラム実施前後の回答割合 
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①服をたくさん着る

②ストーブをつける

③ファンヒーターをつける

④エアコンをつける

⑤ホットカーペットをつける

⑥床暖房をつける

⑦こたつに入る

⑧体を動かす

⑨あたたかいものを食べる・飲む

⑩日なたの場所へ移る

⑪その他
事後(n=35)

事前(n=79)

回答割合（％）

とが明らかとなり、安全性だけでなく自然

環境のあり方や人間関係等、公園整備上配

慮すべき計画要素が抽出された（図1）。こ

れらの成果に基づき選定した街区公園にお

いて、前述の計画要素に関連する音環境等

の特性を実測により把握し、選定公園で実

施する住環境教育プログラムの元データの

蓄積も行った。また、2008年度には前年度

の調査公園にて、一般的な親子による利用

者を対象として、同様にアンケート調査を

行い、公園に求める環境特性や地域交流な

どの社会的な特性を把握した。さらに、公

園管理組織等へのヒアリング調査を通して

、地域住民との関わりの中で乳幼児の外遊

びの場となるような街区公園を持続的に運

用するための要件を抽出し、これまでの成

果と合わせて、当該教育プログラムに必要

なコンテンツとして整理した。 

 
（2）屋外の環境教育プログラムの開発 
①屋外の住環境に関する環境教育プログラ
ムに関する課題抽出 

 屋外の滞在空間における住環境に関して
住環境教育の現状を把握し課題を整理する
ため、既往研究成果も踏まえ 1992 年～2006
年までの日本建築学会の刊行物を中心に文
献調査を行った。住環境に関するテーマとし
て「住環境」、「エネルギー環境」、「エネ
ルギー」、「地域」等 13 キーワードと「教
育」、「実践」等の 4キーワードを全て組み
合わせて同学会 Web 検索システムを用いて
調査を行った。 
 その結果 85 件が抽出され、その中でも実
践型住環境教育に関する論文は 29 件に絞ら
れた。これらを妹尾ら（2002）の分類項目を
参考に新たに教育対象、テーマを項目として
傾向を把握するため分類を行った。建築や都
市空間の物理環境のテーマとなる住環境教
育の実践例は少なく、光や音については近年
ほとんど実践報告がないことが分かった。温
熱環境については、涼しい家などを子ども達
に行わせる事例が多く、企画の種類には乏し
かった。またこの中で、単発的なイベントと
なる可能性が指摘されており、環境改善行動
が定着するまでには繰り返しが必要である
ことも指摘されていた。街区公園における環
境整備におい
ても、良好な
滞在空間の持
続的な維持管
理を考慮すれ
ば、住教育プ
ログラムが環
境教育の初期
段階だけでな
く、運営段階

においても必要であるものと思われる。 
②屋外の環境教育プログラムの試行と評価 
 公園環境の一要素となる温熱環境をテー
マとして、公園の設備・樹木や建物を利用し
た夏の防暑や冬の防寒を学ぶための体験型
の温熱環境教育プログラムを開発し、2007 年
度の夏季・冬季に親子を対象として試行した。 
〔プログラム概要〕 
 ここでは冬季の防寒に関するプログラム
について述べる。場所は民家やまち並みも保
存された多様な外部環境を有する公園にお
いて行った。建物の中も含め、様々な空間で
の冬の暖かい住まい方として、日だまりなど
の価値への気づきを 1つのねらいとしてプロ
グラムを構成した。具体的には 1)どのような
空間形態や材料で構成された場で、暖かい・
寒い、心地良いと感じるかを体感する、2)着
衣や運動によっても、暖かさの感覚が異なる
ことも体感するという目標を設定した。この
とき、人間として温熱環境の感知機能に気づ
かせるため 1)および 2)は測定機器を使って
計測するのでなく、自分自身の手、足、顔な
ど身体全体で「体感」させることとした。 
 実施にあたり 5～6名が 1グループとなり、
大学生ファシリテーター2 名に引率されなが
ら、4 つの学習ポイントを順番に巡るものと
した。各ポイントでは「指令書」が各自に渡
され、それに従い体感しながら課題に取り組
むという形式をとった。図 2は屋外の学習ポ

教育テーマ 研究数(件)

温熱 6

音 0

光 3

まち 14

その他 6

合計 29

表 1実践型住環境教育の分類 

図 2 宝探しゲームの指令書とヒント一覧 



 

 

イントで配布された指令書であるが、材料や
日向・日陰によって体感温度がことなること
を、クイズ形式で探る宝探しゲームとした。 
他に、手つなぎ鬼による運動によって体感温
度が異なることを申告票によって事後比較
できるようにした。 
〔プログラムの特徴〕 
 これまで行われてきた温熱環境に関わる
いくつかの住環境教育プログラムと比較し
て、本プログラムが異なる点は、測定機器を
一切使わず体感だけで環境を感知すること
に重点が置かれたことである。実空間の体験
の中で屋外施設の工夫を知り、着衣や運動量
を変えて人間側の工夫の必要性にも気づく
ような仕掛けが新たな仕掛けである。また、
熱的な体感に集中させるため、事前の知識提
供は行わずに、体験後に種明かしレクチャー
として、暖かさや寒さといった体感温度やそ
れに関わる空間の構成要素に関して知識提
供を行ったことである。 
〔プログラムの評価〕 
 本プログラムの開始前と終了直後に冬の
住まい方についてのアンケート調査を行い、
本プログラムの検証を試みた。プログラム全
体に対する難易度等に関する結果は割愛す
るが、概ね分かりやすいとの回答を得た。こ
こでは評価事例として「寒いときに良くする
こと」に対する複数回答結果を比較する（図
3）。選択項目にはプログラムの全体構成上、
室内対策も含まれている。これによれば、防
寒対策として③～⑦までの選択項目である
機械設備の選択が事後では全体として減っ
たことが分かる。さらに、本プログラムにお
いて体験した①服を着る、⑧体を動かすとい
った回答割合が増えており暖かい住まい方
の気づきに繋がったものと示唆される。⑩日
なたの場所へ移動するは、事前事後ともに上
位に選択されており、意識はされていること
が分かる。ここでは、体験型の住環境教育プ
ログラムは直後の効果検証であり、時間軸を
もって評価していくことも課題である。 
 この他、夏の温熱環境を始め、2007 年度の
保育施設を対象としたアンケート調査によ
り、乳幼児の公園利用に際して主要な課題の
１つとして抽出された音環境についても、環
境教育プログラムを提案・試行を通して課題
を整理した。 
 以上により、乳幼児利用の外遊び場すなわ
ち子どもとその保護者の日常的な屋外の居
場所である街区公園に必要となる環境要素
の把握と、そのような屋外空間での快適な物
理環境やその必要性を体感できるような環
境教育プログラムの開発を行った。ここでは
各要素に対して個別にプログラムを試行し
たが、各要素を総合して快適な空間が構成さ
れるため、総合的な公園の住環境の学習プロ
グラムについては今後検討する必要がある。 
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